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଄ੜ໋Պֶ研究室ߏ
https://bsw�.naist.jp/tsVka[aki/
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（写真左から）
教授：௩⃻　ஐ也 ttsVka[a@bs.naist.jp 
ॿ教：市઒　फݫ miDhikawa@bs.naist.jp
ॿ教 ：宮⃻　྄࣍ m.rZoji@bs.naist.jp
ॿ教：๺野　݈ kkitano@is.naist.jp

世քͰҰ൪に৽し͍͜とを発ݟしよ͏。
େ͖͘ҟͳΔ͜ͱʹͳΓ·͕͢ɺ͕͜ڥ͸͜Ε·Ͱͱ͸؀׆Ͱͷੜࣨڀݚ　 ͭͭ͜೪Γ͘ڧɺͱʹָ͔͘͠ΜͰڀݚΛਐΊ·͠ΐ͏ɻ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生໋ݱ৅を分子Ϩϕϧで理解するڧいؾ持ちが必要です。研究には大学Ϩϕϧの分子生物学、生物物理学、有機化学の知識やプロ
άラミンάの知識を用いますが、これらは研究活動を通して身につけることができます。

研究室の指導方針
　本研究室では様々なόックάラウンυの学生をडけೖれ、個ਓの能力に応じたテーマを設ఆし、研究活動を中心にࢦಋします。実験
݁Ռは、༧ଌとҟなることも多いですが、それらの݁Ռは必ずそうなる理༝があります。真᎜にデータに޲き合い、生໋ݱ৅の本࣭を
໌らかとしていきます。また、研究室での研究活動は最も༏れたΞクティϒラーχンάの一つであり、「ߟࢥ力ɼ൑அ力ɼ論理力」など
社会ਓとして必要な能力が身につくようにࢦಋを行います。

この研究で身につく能力
　研究活動に真᎜に取り組むことで、社会ਓとして必要な能力であるߟࢥ力・൑அ力・論理力・まとめ上͛る力・දݱ力・ディスカッショ
ン能力などが自ずと身につきます。研究活動ではӳޠの論จをಡんだり、ӳޠの発දを行ったりする機会もあり、ӳޠの能力も஁͑ら
れます。これらの能力は就職活動に໾立ちます。また、当研究室で研究を進めることで、科学的に物事をଊ͑る視点がཆΘれます。技
術的にはタンύク࣭の精製方法や、タンύク࣭の構造解ੳのख法などタンύク࣭科学の高いઐ門性が身につきます。このような高いઐ
門性をٻめる製ༀ企業の応ืもۙ೥多く見られます。学生には、当研究室でしかできないو重な研究活動を通して、基礎的教ཆを身に
つけ、社会で活躍して΄しいと͑ߟています。

修了生の活躍の場
　研究室でഓった力で、理ܥだけにݶらず、৯品、製ༀ、化学、Ξカデミック、ITίンサϧタント、ಛڐ事຿所など、業種を問Θず幅
広く活躍しています。

研究内容
　ੜ໋ݱ৅ʹ͸λϯύΫ ɾ࣭3/"ɾ%/"Λ͸͡Ί༷ʑͳ෼子͕ؔΘͬ
͍ͯ· ɻ͢ੜ໋Λཧղ͢ΔͨΊʹ͸͜ΕΒ͕ͲͷΑ͏ʹಇ͍͍ͯΔ͔
Λ知Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢͜ΕΒ෼子ͷߏ଄৘ใΛ知Δ͜ͱ͸ػೳͷ
ղ明ʹ༗༻Ͱ ɻ͢౰ࣨڀݚͷڀݚର৅͸͞·͟·Ͱ͕͢ɺྫڀݚͱ
ͯ͠ບλϯύΫ࣭ͷղੳʹ͍ͭͯ঺介͠· ɻ͢ບλϯύΫ࣭ͷଟ͘͸
ບ্ͰμΠφϛοΫͳߏ଄มԽΛ起͜͠ͳ͕ΒλϯύΫ࣭΍小෼子΍
ΠΦϯΛ༌ૹͨ͠Γɺບ಺Ͱ߬ૉ൓ԠΛ行ͬͨΓ͢ΔͳͲͦͷ໾ׂ
͸ଟذʹΘͨΓ· ɻ͢ບλϯύΫ࣭͸ੜମ಺Ͱͷγάφϧ఻達ʹ΋
ॏཁͳಇ͖Λ͢ΔͨΊҩༀ΍ༀࡎͷඪతͱͯ͠΋஫໨͞Ε͍ͯ· ɻ͢
ບλϯύΫ࣭͸ͦͷૄ水ੑͷ高͔͞Βѻ͍͕ඇৗʹࠔ೉Ͱ͋Γɺ਌
水ੑͷՄ༹ੑλϯύΫ࣭ʹ Β͘΂ղੳ͕஗Ε͍ͯ·͕ͨ͠ɺບλϯύ
Ϋ࣭ͷߏ଄ղੳͷใࠂ͸ۙ೥૿加޲܏ʹ͋Γ· ɻ͔͢͠͠ͳ͕Βɺ
ບλϯύΫ࣭͕ؔΘΔଟ͘ͷੜ໋ݱ৅Λղ͖明͔ͨ͢Ίʹ͸ɺ͞Β
ͳΔ͕ڀݚඞཁͰ ɻ͢౰ࣨڀݚͰ͸͜Ε·ͰɺλϯύΫ࣭΍ΠΦϯ
ͷ༌ૹͷ෼子ϝΧχζϜͷղ明ʹ͚ͯ޲৽ͨͳڀݚख๏Λ૊Έ合Θ
ΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻڀݚ൫ج଄ੜ෺ֶతղੳʹΑΔߏͨͤ
·ͷͳ͕ΕΛઆ明͠ڀݚͷͪͨࢲ　 ɻ͢͸͡ΊʹػೳΛ知Γ͍ͨλϯύΫ࣭ͷߏ଄Λݪ子Ϩϕϧɾ෼子ϨϕϧͰ明
Β͔ͱ͠· ɻ͢ৄࡉͳߏ଄ΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖Ε͹ɺ一ࢹʹؾք͕ͻΒ͚ղੳର৅ͱ͍ͯ͠ΔλϯύΫ࣭͕ͲͷΑ͏
͍ͭʹೳ͍ͯ͠Δ͔ػʹ ɺͯଟ ͷ͘知ݟΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢͜ͷ఺͕ߏ଄ͷৄࡉΛಘΔ͜ͱͷ࠷大ͷ利఺Ͱ ɻ͢
次ʹɺߏ଄৘ใ͔Β͏͑ߟΔ作ۀԾઆΛɺػೳղੳͳͲΛ行͏͜ͱͰ͖͍ͯ͠ূݕ· ɻۙ͢࠷͸高଎ݪ子ؒྗݦඍ

.'"高଎	ڸͳͲΛ༻͍ͨϦΞϧλΠϜ̍ ෼子ಈଶղੳͳͲͷख๏΋ͱΓ͍ΕͯλϯύΫ࣭͕ੜ͖ͯಇ࢟͘ΛՄࢹԽ
͠Α͏ͱ͍ͯ͠· ɻ͢ڀݚ಺༰͸ɺج൫తͳ಺༰Λଟؚ͘Έ· ɻ͢一ݴͰ͍͑͹ʮ教Պॻʹ͞ࡌܝΕΔΑ͏ͳڀݚʯ
Λ໨͍ͯ͠ࢦΔͱ͍͑· ɻ͢実ࡍʹɺ͕ͪͨࢲਐΊͨບλϯύΫ࣭SFD%'ͷߏ଄ػೳղੳͷ಺༰͸ɺਤʹࣔͨ͠ 
.FNCSBnF SUSuDUuSBM #ioMogZ ͷઐ໳తͳ教Պॻͷ190ϖʔδʹਤೖΓͰ঺介͞Ε·ͨ͠ɻ͜Ε͸一ྫͰ͕͢ɺ
͜ͷΑ͏ͳ࣭ͷ高͍ڀݚΛޙࠓ΋ਐΊ͍͖ͯ· ɻ͢

研究設備
 ・ഓཆ૷ஔ：InnoWa ��3
(૷ஔ：マイクロフϧイμイβー.-���Eࡅ๔ഁࡉ・ 
 ・ԕ心機：日立C3��N
 ・௒ԕ心機：日立CS'N9
 ・カラムクロマトάラフィーシステム：A,TA pVre ��、ౡ௡)1LC
 ・݁থ化ロϘット：(3:1)ON LC1
 ・タンύク࣭݁থ6V࡯؍システム：+ANSi 6VE9
����-'日立：ث分ޫޫܬ・ 
 ・έミϧミイメージンάシステム：'6SION S:STE.など

ओな研究業੷と外部資金
（主な研究業੷）
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 �
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TsVka[aki et al.
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TsVka[aki et al.
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（֎෦ࢿ金）
+ST さきがけ「SeDタンύク࣭ບಁա૷ஔのੈ࣍୅構造生物学」����೥度
-����೥度
科研費　基盤研究(B)「す΂ての生物に共通するບタンύク࣭ܗ成աఔの構
造生໋科学」����೥度-����೥度
科研費　基盤研究(B)「タンύク࣭ບಁաチϟωϧෳ合体の構造基盤とそのし
くみ」����೥度-����೥度
科研費　新学術ྖҬ研究ܭ画研究「タンύク࣭分ൻシステムの活写」����
೥度-����೥度




